




































序論               
1.1  本研究の問題設定を生み出すいくつかの前提          
1.1.1 「教室」という場所            
1.1.2 教育言語人類学の視点から           
1.1.3 第二言語習得研究の潮流から           
1.1.4 コミュニケーションの実際
．．
と言語使用の再帰性         
1.2  本研究の目的、そして意義           




言語人類学の一般コミュニケーション論       
2.1  「指標性」のコミュニケーション論序説：ヤコブソンとハイムズ 
2.1.1 ヤコブソンの記号論的文法範疇と 6 機能モデル        
2.1.2 ハイムズの “communicative competence” と SPEAKING       
2.2  社会記号論系言語人類学の一般コミュニケーション論        
2.2.1 「オリゴ」と指標性           
2.2.2 言語の「言及指示的機能」と「社会指標的機能」        
2.2.3 「前提的 (presupposing) 指標」と「創出的 (entailing) 指標」      
2.2.4 「コンテクスト化」と「テクスト化」         
2.2.5 「語用」と「メタ語用」          
2.3  メタ語用的機能を果たす諸記号          
2.3.1 「詩的機能（構造）」           
2.3.2 「対照ペア」            
2.3.3 「コンテクスト化の合図」          
2.3.4 「ダイクシス」「発話動詞」「レジスター」        
  
2.3.5 「フレーム」「ジャンル」「社会文化的知識」        
2.3.6 「間ディスコース性」           
2.3.7 「スタンス」「フッティング」          
2.3.8 「相互行為のテクスト」          
2.4  見取図：社会記号論系言語人類学の一般コミュニケーション論       
 
第３章 
「教育言語人類学」という視座           
3.1  導入             
3.2  教育言語人類学の位置づけ           
3.3  教育言語人類学の射程            
3.3.1 形式・使用のパターンとマクロ・コンテクスト        
3.3.2 アイデンティティ、権力、イデオロギー         
3.3.3 ミクロ vs. マクロを超えて          
3.3.4 社会的アプローチからの第二言語習得研究との接点       
3.4  本研究の焦点            
 
第４章 
データと分析方法            
4.1  埼玉県のある単位制公立高校における「英会話」         
4.2  学習指導要領とシラバス           
4.3 「英会話」との関わりとデータ          




ポエティクス            
5.1  導入             
5.2  「お膳立て」としての自己紹介          
5.2.1 ルールの導入、あるいは「お膳立てのお膳立て」        
  
5.2.2 「自己紹介」を通じた相互行為上の「立ち位置整備」       
5.3  「インタヴュー・タイム」の詩的構造     
5.4  「偶然を手懐ける」メタ語用的操作          
5.4.1 直示的転移            
5.4.2 外交的非
．
指標性      
5.4.3 同調しないことによる受け流し          
5.4.4 換喩的言い換えによる「汚名」の回避         
5.5  「英会話」の授業における「ネイティヴ・スピーカーとの出会い」という      
相互行為のテクスト           




6.1  導入             
6.2  新任 ALT とのアクティヴィティ 
6.3  グループ内コミュニケーションと措定される権力関係・アイデンティティの    
ダイナミズム    
6.3.1 ノリがよかった「あの時」        
6.3.2 「勇気」があるウチら          
6.3.3 「労働中」のウチら          
6.3.4 他者の介入と価値づけ・スタンスのさらなる変化       
6.4  もう一つの IRE、異なるフレーム、（少なくとも）もう一つの現実     
6.4.1 “Interviewing Mr. Loper”          
6.4.2 IRE とその分身          




トポス            
7.1  導入            
  
7.2  「発見的 (heuristic)」枠組み整備         
7.2.1 「間ディスコース性」          
7.2.2 「ジャンル」           
7.2.3 「クロノトポス」          
7.3  「授業」のクロノトポス          
7.4  「課題・試験と成績」のクロノトポス     
7.5  「学校生活」のクロノトポス          
7.6  「学び」のクロノトポスはどこにあるのか：「パフォーマンス」という補助線 
7.7  授業時間中に併存する「クロノトポス」から「スケール」へ      
 
第８章 
考察：「特定の『学び』を結果としてもたらす出来事の連続性」を見出すために   
8.1  導入            
8.2  再提起：教室における「学び」の核としての「パフォーマンス」 
8.3  「クロノトポス」、「スケール」、「指標性の階層 (orders of indexicality)」     
8.3.1 「クロノトポス」と「スケール」が照らし出すコンテクスト化の側面 
8.3.2 スケールの飛び移り (scale-jumping)        
8.4  生徒が授業に持ち込む、教室の「外部」        
8.4.1 「学校」内のカテゴリー         
8.4.2 学校外のカテゴリー          
8.4.3 ハビトゥスと社会階層          
8.4.4 英語（教育）にまつわる「言説」、あるいは「イデオロギー」     




結論と展望：「コミュニケーション論」が切り拓く「英語教育」の可能性     
9.1  総括：本研究を前提とした時、「教室で英語を学ぶ」とは？      
9.2  本研究の限界と今後の展望          
9.3  結語：「コミュニケーション論」が切り拓く「英語教育」の可能性     
  
 




































































下、同様）の弟・Ryan が「スペシャルゲスト」として教室を訪れた 1 学期最初の
「英会話」の授業を分析した。分析を通じ、この授業における生徒と Ryan の「出









第 6 章「IRE とその分身：生徒のメタ語用的言語使用から迫るもう一つの現実」











































すために」では、第 5 章から第 7 章を通じて経験的、原理的、批判的に積み上げ
てきた視座をさらに引き受け、最終的な考察を展開した。本章では、最近の社会言
  
語学・言語人類学においてコンテクスト（化）の「複雑性」を描出する際にしばし
ば援用される、「スケール」の概念を導入し、「教室」および「学校」の外にあるコ
ンテクストを招き入れつつ、コンテクスト化のプロセスの階層性や流動性も視野に
入れることで、本研究でここまでに示してきた「複数の『現実』が併存する授業時
間中の教室」をより広い、かつダイナミックな「コミュニケーション論的全体」の
中に置くことを試みた。第 7 章で示した三つのクロノトポスを、教室外、学校外の
コンテクスト的要素とともに「スケール」の階層に組み入れながら、最終的に、「『メ
タ・コミュニケーションの「オリゴ」』に投錨された『スケール』の競合が織り成す
『相互行為のテクスト』としての『英語』」という結論を導出し、このことによって、
他の「教室で英語を学ぶ」実践を分析する際にも使用可能な「発見的枠組み」を提
示した。 
終章となる第 9 章「結論と展望：『コミュニケーション論』が切り拓く『英語教
育』の可能性」では、本研究で行った記述全体を基盤として、「教室で英語を学ぶ」
ことをどのように見立てることができるか、より一般的な「英語教育」の文脈に引
きつけながら、総括的な結論を提示した。本研究の限界と今後の展望を踏まえつつ、
本研究で明らかにできたことに基づいて、敢えて一般向けの言説を形成することで、
本研究が「日本の英語教育」というやや「スケール」の大きな語りの資源にもなる
ようにすることを目指した。特に、今日の日本の英語教育において「コミュニケー
ション」という言葉が氾濫しているように見えることを踏まえ、「コミュニケーショ
ン」に関する原理的な説明を加えることができ、「授業」を分析する際に援用するこ
ともでき、かつ、「教える内容」を構想する際に参照することもできるような枠組み
としての「コミュニケーション論」の重要性を示唆した。 
